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080902 第 4 回 JCSD 公開定期会合にて 

第一部 最新情報の共有  テーマ１－「気候変動」  

「米国の最新動向から今後の日本の取り組みへの提案」 

                                黒坂三和子 JCSD 事務局長 

はじめに 

  日本の様々な分野の憂慮する皆様が、気候変動の脅威に対して、賛否の議論や対立

を含めて、様々に真摯に取組んでこられた努力に対して、心から敬意を表します。 

このような経験は、日本における科学的データに基づく政策アプローチによって問題の解

決なり改善のキャパシティの可能性を深め広げるという意義があると考えます。 

その経験を国際的に役立てるために、今後の日本の取組みについて提案させていただき 

ます。   詳細な提案論文は 9 月末ごろまでに作成予定。 

    

１－今、米国で起こっていること 

１） 政治のレベルでー低所得層・中産階級の人々の生活安定・健康保険・教育の均等の機会を目指す 

2） 経済のレベルでー国内雇用促進、投機から働く手重視、海外石油依存脱却、国内基盤整備、 

3）気候変動においてー仕組み創設（国際交渉と国内対策の一貫性）、グリーン技術・エネルギーへの投資 

 

２－ シロクマの生息地である北極の氷が融ける速度を弱め、 

被害を受けつつある人びとや生きものへのできる限りの対応を速めるために 

１） 温暖化ガス排出量の絶対量の多い国の責任・義務遂行 

２） 温暖化ガス排出量の絶対量が少ない国にもかかわらず被害を受ける国・人々への対応 

３） 一番の被害を受けている、私たちの生存に不可欠な”空気“や”水”や“ミネラル”を永い年

月をかけて創り出してきた地球の生命系―”多様ないのち“への感謝とお詫びの行動 

 

３－今後の日本の取り組みへの提案 

１） 気候変動問題の本質と京都議定書の有効性の客観化（政策分析） 

日本のアセットである環境技術のビジネス利益を考慮しつつ、“多様ないのち”や最も恵まれ

ない側の立場、働く意味と尊厳、多様な地域の再性から、地球規模での温暖化ガス排出量

削減のための新国際枠組み創りにむけて。 

 ２） 2009 年 12 月コペンハーゲンでの国際枠組み創りの交渉に向けて、 

日本のアセットである環境技術を地球益上からもビジネス上からも有効で現実的な

包括的な（制度的、経済的、技術的な）仕組みの議論 

３）米国への“ガイアツ”キャンペーン 
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1 アメリカ 5863.0 

2 中国 5082.0 

3 ロシア 1551.3 

4 日本 1250.3 

5 インド 1191.7 

6 ドイツ 814.0 

7 イギリス 575.7 

8 カナダ 531.7 

9 イタリア 451.0 

10 韓国 447.3 

11 メキシコ 432.7 

12 フランス 392.3 

13 オーストラリア 374.0 

１４  その他 7736.7 

  各国の排出量の合計(世界の排出量) 26693.3 
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